
湿地の草むらに生える繊細な多年草。全体にやや無毛で、茎は直立し高さ20-40cmになって、いくらか分

枝し、地下に細長い走出枝を出す。葉は1-3mmの葉柄があり、狭卵状三角形で先は鈍く、長さ1-2cmにな

り、幅6-10mm、1-2対の低い鋸歯があり、薄くて、縁と表面の脈上に微毛がある。花は6-8月、葉腋に1個

ずつつき、白色でわずかに淡紅紫色を帯び、長さ約7mm、基部はわずかに曲がる。萼は果時に長さ2.5-

3mm。

県内では3ヶ所で現存が確認されるが、1ヶ所(但馬)で

は不明である。2020年版でBランクからAランクに変更
した。

河川改修工事などの際の配慮が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

阪神、東播磨、西播磨、但馬

■ 国内分布

北海道、本州、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

シソ科

兵庫県ランク…ヒメナミキ
環境省ランク… －Scutellaria  dependens  Maxim.


